
 

第 27 回東京 PD 研究会 

  

 

テーマ 

 

Comfortable PD  

～より良い治療を提供するために～ 
 

 

 

 

 
日時：平成 29 年 5 月 20 日（土） 

14:00～18:00 

 

 

場所：東京医科歯科大学 M&D タワー2 階 

鈴木章夫記念講堂 

 



＜ご挨拶＞ 

 

新緑のみぎり、皆様におかれましてはご清栄のこととお慶び申し上げます。また日

頃より東京 PD 研究会に格別のご理解とご協力を賜り、誠に厚く御礼申し上げます。 

このたび、歴史・伝統ある東京 PD 研究会の当番幹事を仰せつかり、大変光栄に

存じます。まだまだ力不足ではございますが、ご参加頂ける皆様の多大なるご協力

のもと、明日からのご診療に少しでも役立つ会としてプログラムを作成し、開催を迎え

るができました。 

皆様もご診療される中で、患者さん一人ひとりにとってよりよい治療を提供された

いと考え、日夜励まれていることと存じます。腎代替療法の中でも自身の腹膜を用い

ながら残腎機能を保護するPDは、患者さんにとっても楽に治療を受けることも可能で

あり、多くの患者さんの望みでもあります。そのため今回の総合テーマを

「Comfortable PD ～より良い治療を提供するために～」といたしました。 

そして特別講演として、日本赤十字社医療センターの石橋由孝先生のご協力を頂

き、医師の上條由佳先生・心理判定士の藤本志乃先生・管理栄養士の山根朋子先

生をお迎えして、腎不全・PD 診療の神髄ともいえるTotal Renal Care の実践につい

てご講演賜る予定でございます。また今年も午前の部として、Assisted PD Seminarを

開催致します。 

医師のみならず多職種の先生方にもきっとご満足いただける内容となっております

ので、皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

なにとぞよろしくお願い申し上げます。 
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第27回東京PD研究会 当番幹事 

東京医科歯科大学医学部附属病院 

岡戸 丈和 

  



プログラム 

 

１４時００分−１４時０５分 開会の挨拶 

当番幹事挨拶： 岡戸 丈和 東京医科歯科大学医学部附属病院 

 

１４時０５分−１５時２５分 一般演題Ⅰ （発表７分、質疑３分） 

座長：  丹野 有道 東京慈恵会医科大学葛飾医療センター 

   井尾 浩章 順天堂大学医学部附属練馬病院 

 

１． 高齢 PD 患者におけるセルフケア支援の一考察 

藤原 玲子 日本赤十字社医療センター 

 

２. 緊急血液透析導入後に腹膜透析を選択した患者の意思決定支援を振り返って 

平野 大輔 東邦大学医療センター大森病院 

 

３．大腸全摘・人工肛門造設後の高安動脈炎合併腎不全に対して腹膜透析を導入した 1 例    

宮崎 崇  東京医科歯科大学医学部附属病院 

 

４．セフェピム（CFPM）投与により脳症を発症した腹膜透析患者の 2 例 

葛西 貴広 慶應義塾大学医学部 

 

５．Edwardsiella tarda による腹膜炎の一例 

古川 恵美 三井記念病院 

 

６．腹膜生検でカンジダ芽胞を認めた腹膜透析患者の真菌性腹膜炎の一例 

松木 久住 JA とりで総合医療センター  

 

７．腹膜透析導入 1 年後に被嚢性腹膜硬化症を発症し、腹膜透析用カテーテル抜去で改善した

一例 

塩山 知里 保健医療公社豊島病院 

 

8. 出口部・皮下トンネル感染に対するアンルーフィング後の腹膜炎発症に関する検討 

森本 耕吉 慶應義塾大学医学部 

 

～休憩５分～ 



１５時３０分−１６時５０分 一般演題Ⅱ （発表７分、質疑３分） 

 座長： 鷲田 直輝     国際医療福祉大学、慶應義塾大学 

   平間 章郎     日本医科大学 

 

９．日本の腎臓内科医による PD カテ―テル挿入術実施状況と意義 

池田 雅人 慈恵医大葛飾医療センター  

 

１０．PD カテーテルの腹腔内離断を認めた一例 

髙島 弘至 日本大学医学部附属板橋病院 

 

１１．皮下トンネル内の腹膜透析カテーテル断裂が疑われたカテーテル閉塞合併腹膜炎の 1

例 

鈴木 聡一郎 東京医科歯科大学医学部附属病院 

 

１２．腹膜透析（PD）患者の PD 継続に関わる因子の検討 

中野 貴則 順天堂大学医学部附属練馬病院 

 

１３．腹膜透析導入時の脂質プロファイルと残存腎機能保持との関連性 

本多 佑  東京慈恵会医科大学 

 

１４．腹膜透析患者の栄養状態に関する取り組み 

宮川 万裕子 東京女子医科大学 東医療センター 

 

１５．PD 導入における家族看護の重要性 

前川 早智子 日本赤十字社医療センター  

 

１６．腹膜透析患者における血清ヘプシジン動態の検討 

新倉 崇仁 厚木市立病院内科 

 

 

～休憩５分～ 

  



１６時５５分－１７時５５分 特 別 講 演 

テーマ：  「Total Renal Care を実践するために」 

 

座長：   今井 早良 日本赤十字社医療センター 

   岡戸 丈和 東京医科歯科大学医学部附属病院 

 

講師：   上條 由佳 先生 日本赤十字社医療センター 医師 

藤本 志乃 先生 日本赤十字社医療センター 心理判定士 

山根 朋子 先生 日本赤十字社医療センター 管理栄養士 

 

 

１７時５５分－１８時０５分 

優秀演題賞発表  代表幹事 横山 啓太郎 東京慈恵会医科大学 

閉会の挨拶     次回当番幹事 酒井 謙  東邦大学医療センター大森病院 

  



ご 案 内 

受付開始時間： １３：００～  

受付場所： 東京医科歯科大学 M&D タワー2 階 鈴木章夫記念講堂前 

会費： 医師・企業関係者 3,000 円、 レジデント・コメディカル 1,000 円 

 

演者の方へ 

※一般演題は発表７分、質疑３分でお願いします (時間厳守でお願いします)。 

※スライドは Microsoft PowerPoint（Windows のみ）で作成をお願いします。 

※USB で当日ご持参ください。発表用の PC は研究会でご用意します。 

※スライド受付場所は、東京医科歯科大学 M&D タワー2 階 鈴木章夫記念講堂前です 

 (ご発表の１時間前までにスライドの受付をお願いします) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京 PD 研究会 

 

最高顧問  佐中 孜，多川 齊                            （五十音順） 

 

顧  問   秋澤 忠男，乳原 善文，岡田 一義，窪田 実，栗山 哲，栗山 廉二郎，篠田 俊雄， 

           杉本 徳一郎，中尾 俊之，原 茂子，本田 雅敬                  （五十音順） 

 

代表幹事   横山 啓太郎 

 

幹  事   阿部 雅紀，池田 雅人，石橋 由孝，今井 早良，岡戸 丈和，菅野 義彦，古賀 祥嗣， 

酒井 謙，酒井 行直, 澤 直樹，田村 博之，丹野 有道，幡谷 浩史，濱田 千江子， 

樋口 千恵子，星井 英里，本田 浩一，三瀬 直文，矢野 由紀，鷲田 直輝   （五十音順） 

 

賛助会員   株式会社ジェイ・エム・エス，協和発酵キリン株式会社，中外製薬株式会社， 

           テルモ株式会社，日機装株式会社，バクスター株式会社            （五十音順） 

                                                              

事務局     東京慈恵会医科大学 腎臓・高血圧内科  

 

 

 



交通アクセス 

＜東京医科歯科大学 M&D タワー2 階 鈴木章夫記念講堂 へのアクセス＞ 

【最寄駅】 

 JR 線    御茶ノ水駅下車 徒歩 3 分 

 東京メトロ丸の内線  御茶ノ水駅下車 徒歩 1 分 

 東京メトロ千代田線  新御茶ノ水駅下車 徒歩 5 分 

 

 

【地図】 

 

 

 

 


